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今も昔もこれからも　私たちは家族を支援します

◆ 社会福祉法人を考える26

◆ 法人創設80年記念企画
　 　　　　　実践報告会

◆ 2025年度BESTブログⅠ

◆ 施設だより
「2026年の春めく心」

泉苑
・特別養護老人ホーム信愛泉苑
・高齢者在宅サービスセンター 泉苑ケアセンター
・府中市地域包括支援センター泉苑
緑苑
・養護老人ホーム信愛寮
・特別養護老人ホーム信愛緑苑
・府中市地域包括支援センター白糸台
あさひ苑
・府中市立特別養護老人ホームあさひ苑
・府中市立あさひ苑高齢者在宅サービスセンター
・府中市地域包括支援センターあさひ苑
・府中市高齢者住宅うらら多磨

神田事業所
・特別養護老人ホームかんだ連雀
・　併設　定期巡回随時対応型
　　　　　　　　　訪問介護事業所
・高齢者あんしんセンター神田
・千代田区立岩本町ほほえみプラザ
・千代田区立かがやきプラザ
　　　　　　　　　　　相談センター
児童福祉
・母子生活支援施設網代ホームきずな
・母子生活支援施設白鳥寮
・子ども家庭支援センターしらとり
・府中市子ども家庭支援センターたっち

2025年12月16日　永年勤続表彰式は各施設をオンラインで結びお祝いしました。
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★離職をしないで就労を継続できる法人の制度のいろいろ ★左記の法人の制度を活用して治療や療養を乗り越えて仕事を
　継続している職員のメッセージを紹介します就 業 時 間 休日・休暇 休職・復職 勤務形態の一時的変更 永年勤続表彰

職員の所定労働時間は１週
40時間、１日８時間とし、
職員の勤務時間は、１か月
単位の変形労働時間制とし
ています。

出退勤は IC カードで記録
し、勤務変更や年休取得、
超過勤務申請もすべて勤務
管理システムによります。

始業時刻は６時30分から19
時まで30分きざみで設定し
ています。
たとえば、ご利用者との相
談時間に始業時刻を調整し
て業務を行うことができま
す。
子育て中の職員は、始業時
間をずらして柔軟な働き方
が可能です。

Ａ勤： 6 ：30～16：00
（休憩1.5時間）

Ｂ勤： 7 ：00～16：00
（休憩１時間）

　　　 ～

Ｈ勤：10：00～19：00
Ｌ勤：12：00～21：00

職員の休日の数は、４週８
休、法人休暇（年間12日）
等を合計し年間125日とし
ています。法人休暇の目的
は自己研鑽、リフレッシュと
してできるだけ連続休暇で
計画的に活用することを推
奨しています。

・年次有給休暇は３か月継
続勤務し、８割以上出勤し
た場合３日付与し、勤続６
か月で７日付与します。半
日及び時間単位の取得も可
能です。

・時間単位有休は、職員ア
ンケート調査で希望が多
かったため、検討し導入し
ました。

業務外の傷病、特別の事情
があり休みが長期に及ぶ場
合は休職を命じます。
勤続年数により休職期間は
異なります。

・勤続１年未満：３か月

・勤続１年以上３年未満：
１年６か月

・勤続３年以上：２年

※傷病休職の場合は社会保
険の申請により傷病手当金
が適用されます。

健康上、家族の事情、勉学
等の理由により１か月以上
常時の勤務が困難な場合、
期間を限定して非常勤と同
様の勤務形態に変更するこ
とができる当法人独自の制
度です。

具体的な活用

傷病休職後の慣らし勤務に
活用することが多いです。
１日２時間就労から徐々に
就労時間を調整して通常の
所定労働時間にもどしてい
ます。
資格取得の通学をするため
にこの制度を数年に渡り活
用した職員もいます。

勤続５年ごとに表彰し、理
事長から表彰状と記念品を
贈呈します。

２０２５年度の表彰は
　４０年 　　１人
　３０年 　　３人
　２５年　　 ５人
　２０年 　１２人
　１５年　　 ５人
　１０年 　　７人
　　５年　 １２人
の計４５人が表彰されまし
た。
２５年勤続のうち１人は復
職して勤務継続しています。

その他の休暇 復 　 職 健 康 管 理 福 利 厚 生

・特別有給休暇
結婚休暇、配偶者の出産休
暇、慶弔休暇があります。

・療養休暇
使用できずに失効する年次
有給休暇を20日を上限にし
て積み立てることができます。
私傷病により年次有給休暇
をすべて取得してしまった
あと更にまだ療養が必要な
場合に使用することができ
ます。

いったん自己都合（転職、
子育て等）で退職した職員
の復職も歓迎しています。
勤続年数は退職前と合算し
て勤続表彰を実施していま
す。

復職した職員には他法人や
他の職種で学んだ経験を活
かし、職場内の活性化に貢
献することを期待します。

・ストレスチェック
法改正以前から50人未満の
事業所職員も受診し、事業
所ごとの傾向を確認し職場
環境の改善に取り組んでい
ます。

・インフルエンザ予防接種
予防接種費用は法人負担で
全職員に実施しています。
・コロナ禍では、コロナ予
防接種を施設内で実施しま
した。

・あゆみ会
法人職員の互助組織です。
慶弔見舞金、入院の見舞金、
被災見舞金の支給やクラブ
活動補助等職員のコミュニ
ケーションをはかる企画を
行う自主活動です。

・府中市ではワークぴあ府
中、千代田区ではゆとりち
よだに加入し、多様なプロ
グラムを個人で選択して利
用しています。

＊ 治療と仕事を両立している管理職の X さん ＊

　毎年受けている職員健診で肺に影が見つかり、追加の検査を受けることになり、
かかりつけ医に相談したところ精密検査を受けた方が良いとの助言がありました。
　その後、施設長と相談し、日程を調整しながら検査機関へ通い、複数の検査を受
けることができました。業務への影響を心配しましたが、ガルーンやケアカルテを
活用し、新規入所者の調整や申し送り、情報共有を丁寧に行うことで、業務が滞る
ことはなかったと思います。

　さらに、２回の検査入院と、治療薬のテストのための 11日間の入院も経験しまし
たが、法人休や有給休暇を組み合わせながら対応することができました。想定より
長い入院となりましたが、会議の集約や進行を係長が代行してくれたおかげで大変
助かりました。日頃一緒に働いている仲間の存在の大きさを改めて感じました。
　体調がすぐれない日もありますが、１〜２時間の時間有休を活用しながら、無理
のない形で仕事に向き合うことができています。

＊ 病気による休職後に復職した介護職の Y さん ＊

　３年ほど前に体調をくずし、医師の診断のもと休職をすることになりました。
始めは有給休暇や法人休暇を使いながら様子を見ていました。その際には上司が相
談にのってくれました。
　休暇だけでは仕事にもどるのが困難で休職することになったときには、健康保険
の傷病手当金の請求に関しても詳しく教えてもらえました。
　２年間の休職中は施設長と定期的に連絡をとりながら、復職日を慎重に決めまし
た。そのため安心してゆっくりと身体を休めることができました。

　復職後は「勤務形態の一時的変更」を使って最初の１か月間は１日４時間勤務で
身体を慣らし、その後フルタイムに戻り１年が経ちました。
　復帰後も施設長には体調の様子をこまめに伝え、今は夜勤は免除してもらい、日
勤のみではありますが、仕事を続けることができています。

※就業規則（正職員に適用）等から引用　しています

理事長　鈴木恂子　～ 働き続けるために　③法人のさ　まざまな休暇や柔軟な勤務制度 ～
社会福祉法人 を考える　26

　前号では子育て支援について掲載しましたが、今回は、離職をしないで働くことを継続できる当法人の諸制度を
ご紹介します。

　治療をはじめ長期に私的な時間が必要なとき離職をせずに仕事を継続するために、法人では職員の意見を踏まえ
ながら就業規則等を都度改正し、さまざまな休暇や柔軟な勤務制度を導入して働きやすい環境を構築してきました。

　折しも、2026年4月1日、労働施策総合推進法改正により、治療と仕事の両立支援が事業主の努力義務となります。
改正の趣旨は高齢者の就労の増加、医療技術の進歩を背景に病気を治療しながら仕事をする方が増加しており今後
も一層の増加が見込まれるため、事業主としても必要な措置を講じることが求められることによります。

　国立がん研究センターなどの調査では、「がんの疑い」と説明を受けた時点で 33.3％が離職を検討し、5.7％は確
定診断を受けるために専門病院を受診するまでに離職しています。
　また、初診から６か月までに離職した人は12.4％、2年後までで離職した人は16.2％です。
「周囲に迷惑をかけたくない」「続けられる支援制度がなかった」等が離職の理由です。
そして病気休職制度利用者の退職率は 37.8％というデータもあります。（令和８年２月全国健康保険協会東京支部健康保険委

員研修会資料より）

　当法人でも毎年数名の職員が治療のため休職していますが、下記の制度や職場の同僚、上司に支えられてほとん
どの方が復職しています。� この紙面は特定社会保険労務士でもある労務人事担当の上野事務長の協力によります。

（資料提供・編集：法人事務局　上野廣美）
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法人創設８０年記念企画　　実践報告会（府中地区・神田地区）
創設80年記念事業の一環として、『あきる野市』（しんあい第135号掲載）『府中市』『千代田区』の３地区で、
地域別の実践報告会を開催しました。今回は　府中地区、神田地区を実行委員長よりご紹介します。

『
神
田
事
業
所
実
践
報
告
会
』

　

千
代
田
区
神
田
で
は
、
11
月
14
日
（
金
）

午
後
に
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
区
民

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
方
を
は
じ
め
、
千
代
田
区
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
・
医
療
機
関
の
関

係
者
な
ど
、
50
名
を
超
え
る
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
に
あ
た

り
、
千
代
田
区
長
の
樋
口
高
顕
様
か
ら
ご
挨

拶
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
神
田
事
業
所
実
践
報
告
会
で
は
、

「
神
田
の
福
祉 

― 

安
心
し
て
住
み
続
け
る

た
め
の
事
業
連
携 

―
」
を
テ
ー
マ
に
、
以

下
の
３
つ
の
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

１
．
在
宅
か
ら
施
設
入
所
に
至
る
連
携

報
告
者
：�

か
ん
だ
連
雀
次
長
　
中
村
小
夜
子

　

こ
の
報
告
で
は
、
区
民
高
齢
者
住
宅
に
お

住
ま
い
の
ご
夫
婦
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
ご
家
族
と
相
談
し
な
が
ら
、
町
会
、

近
隣
の
ス
ー
パ
ー
、
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
関
係
機
関
と
連
携
し
て

在
宅
生
活
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

徐
々
に
在
宅
生
活
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
関
係
者
で
協
議
を
重
ね
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
へ
と
生
活
の
場

を
移
す
方
向
で
ご
夫
婦
の
決
断
を
丁
寧
に
促

し
、
支
援
。
入
所
後
も
、
最
期
ま
で
途
切
れ

な
い
支
援
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
報
告
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

役
割
を
越
え
て
支
援
者
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と

な
り
、
ご
夫
婦
の
生
活
を
支
え
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
」
の
実
践
例
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
自
立
し
た
生
活
の
場
か
ら
老
い
と
と
も

に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
た
め
の
支
援

報
告
者
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
い
わ
も
と

施
設
長
　
永
合
美
穂

　

岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
内
に
あ
る
ケ
ア

ハ
ウ
ス
で
は
、「
独
立
し
た
日
常
生
活
に
や

や
不
安
の
あ
る
方
」
を
対
象
と
し
つ
つ
、
加

齢
に
伴
い
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
入
居
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施

設
や
町
会
イ
ベ
ン
ト
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
、

岩
本
町
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
資
源
と
の

連
携
を
活
用
し
、
入
居
者
同
士
が
支
え
合
い

な
が
ら
生
活
を
続
け
ら
れ
る
工
夫
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
老
い
と
と
も
に
必
要
と
な

る
介
護
支
援
や
、
将
来
的
な
ケ
ア
ハ
ウ
ス
退

居
の
可
能
性
を
見
据
え
、
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
多
職
種
が
連
携
し
て
支
援
を

行
っ
た
事
例
も
合
わ
せ
て
発
表
し
ま
し
た
。

３
．
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て

～
地
域
の
課
題
と
か
ん
だ
連
雀
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
～

報
告
者
：�

か
ん
だ
連
雀
施
設
長
　
峯
　
俊
美

相
談
セ
ン
タ
ー
神
田
副
業
務
責
任
者
　
岩
渕
研
哉

　

国
が
掲
げ
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」

に
向
け
、
か
ん
だ
連
雀
（
施
設
）
を
拠
点
と

し
た
地
域
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
す

み
れ
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
報
告
で
は
、

地
域
課
題
で
あ
る
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に

対
し
、
す
み
れ
会
の
活
動
に
協
力
く
だ
さ
る

個
人
、
学
生
、
企
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
連
携
に
よ
り
、
地
域
で
支

え
合
う
仕
組
み
が
実
際
に
形
と
な
っ
て
き
て

い
る
事
例
で
す
。
一
方
で
、
多
く
の
地
域
が

抱
え
る
「
担
い
手
不
足
」
の
問
題
は
依
然
と

し
て
深
刻
で
あ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
は
な
お
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
課
題
に

向
き
合
い
な
が
ら
、
地
域
と
共
に
歩
み
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改

め
て
示
す
実
践
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
は
、
発
表
に

う
な
ず
き
な
が
ら
耳
を
傾
け
ら
れ
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
法
人
や
神
田
事
業
所
へ
の

期
待
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の
皆
さ

ま
へ
の
感
謝
の
思
い
を
改
め
て
強
く
い
た
し

ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
お
声
を
励
み
に
、
今

後
も
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
（
か
ん
だ
連
雀
施
設
長
　
峯
　
俊
美
）

『
府
中
地
区
実
践
報
告
会
』

　

府
中
地
区
で
は
11
月
21
日
（
金
）、
府
中

市
の
中
心
部
に
所
在
す
る
緑
苑
で
地
域
活
動

や
安
心
シ
ニ
ア
塾
の
講
座
で
も
お
な
じ
み
の

西
館
１
階
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し

ま
し
た
。
感
染
症
に
留
意
し
な
が
ら
の
集
合

形
式
と
、
職
員
の
研
修
も
兼
ね
て
の
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と
し
、

外
部
か
ら
は
46
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
府
中
市
長
高

野
律
雄
様
（
代
理　

府
中
市
福
祉
保
健
部
長

佐
藤
直
人
様
）
よ
り
お
祝
い
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
践
報
告
の
テ
ー
マ
は
「
家
族
支
援
」。

2
0
1
8
年
か
ら
2
0
2
5
年
に
わ
た
り

当
法
人
が
行
っ
て
き
た
計
８
回
の
「
家
族
支

援
情
報
交
換
会
」
の
経
緯
と
経
過
、
協
議
し

た
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
家
族
の

抱
え
る
課
題
が
よ
り
複
雑
か
つ
多
様
化
し
た

こ
と
に
対
す
る
、
行
政
、
民
生
委
員
、
関
係

機
関
の
皆
様
と
行
っ
た
地
域
の
課
題
共
有
と

解
決
に
向
け
た
連
携
の
取
り
組
み
で
す
。

報
告
者
：�

泉
苑
施
設
長
　
　
　
野
尻
俊
介

し
ら
と
り
施
設
長
　
畑
山
恭
子

　

こ
れ
ま
で
の
家
族
支
援
情
報
交
換
会
で
取

り
上
げ
て
き
た
の
は
「
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど

も
を
抱
え
る
8
0
5
0
世
帯
」
や
「
３
世

代
同
居
の
児
童
虐
待
を
含
む
世
帯
」、「
１
世

帯
に
複
数
の
要
支
援
者
の
い
る
世
帯
」
な
ど

複
合
的
に
課
題
を
抱
え
た
事
例
で
し
た
。
今

回
は
、
模
擬
事
例
と
し
て
、
４
世
代
の
家
族

に
対
し
て
、
約
20
年
に
わ
た
り
、
地
域
、
民

生
委
員
、
行
政
を
含
む
支
援
機
関
な
ど
、
10

か
所
以
上
の
関
係
者
が
情
報
共
有
し
、
協
働

し
て
支
援
を
行
っ
て
き
た
事
例
を
発
表
し
ま

し
た
。
ど
の
時
期
を
と
っ
て
も
、
単
独
の
機

関
だ
け
で
こ
の
家
族
の
課
題
解
決
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
全
８
回
の
家
族
支
援
情
報
交
換
会
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
交
換
会
実
施
の
き
っ
か

け
は
、
法
人
の
70
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
で
つ
な
が
る
I
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
I
」

で
し
た
。
地
域
の
方
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑

化
・
複
合
化
し
て
き
て
い
る
一
方
で
そ
れ

ぞ
れ
の
方
は
地
域
の
中
で
孤
立
化
し
課
題
が

見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
・
母
子

な
ど
単
独
の
事
業
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
地

域
課
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
こ
と

ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
解
決
に
向
け

た
支
援
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
思
い
至
り
ま
し

た
。
民
生
委
員
・
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会

と
法
人
職
員
が
共
有
・
相
談
で
き
る
関
係
を

作
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
中
で
「
生
活
を

支
援
す
る
」
を
考
え
る
こ
と
を
情
報
交
換
会

の
目
的
と
し
ま
し
た
。

　

解
決
が
難
し
い
課
題
を
抱
え
た
家
族
支
援

は
１
人
の
相
談
員
、
１
か
所
の
相
談
機
関
で

は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な

問
題
を
多
く
の
視
点
か
ら
見
て
気
づ
き
を
共

有
し
て
き
た
こ
と
や
、
地
域
の
困
り
ご
と
を

高
齢
や
児
童
の
相
談
機
関
へ
つ
な
げ
る
こ
と

を
担
っ
て
い
る
民
生
委
員
の
皆
様
と
日
ご
ろ

か
ら
情
報
を
共
有
し
、
時
に
は
同
行
訪
問
な

ど
、
様
々
な
連
携
の
も
と
活
動
を
進
め
て
き

た
こ
と
が
、
関
係
機
関
も
巻
き
込
ん
で
の
家

族
支
援
、
生
活
支
援
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
皆
様
か
ら
は
終
了
後
に
評
価
コ

メ
ン
ト
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
の
皆
様
の
「
い
つ
も
と
何
か
が
違
う
」
と

い
う
気
づ
き
と
専
門
機
関
の
力
が
つ
な
が
る

こ
と
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
強
固
に
な
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
実
践

報
告
会
が
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
終

了
し
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
と
も
「
家
族
支
援
」
へ
の
ご
助
言
、
ご
指

導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

（
あ
さ
ひ
苑
施
設
長
　
比
留
間
　
貴
）

報告会後の懇談会 実践報告 府中市長ごあいさつ（福祉保健部佐藤部長代読） 報告会後の懇談会 実践報告 千代田区長ごあいさつ



2025年度
BESTブログⅠ
2007年から１日も欠かさず
法人各施設により毎日更新
しているブログの一部を

ご紹介します。
（紙面の都合により
次号に続きます）

　初　詣　　　　　[2026年01月21日（Wed）]

『明けましておめでとうございます。』この言葉をすっかり言わなくなった
頃、ご利用者と一緒に近くの大國魂神社に行きました。
年末年始の人の多さや慌ただしさは無く、のんびりとした雰囲気の境
内です。お参りをして、写真スポットで撮影。『お参りできました？』
と聞くと、『できましたよ。こうやって生きているだけで有り難い。
何もいらないよ。』と穏やかな表情で話されていました。
特別な事より、日々の何気ない生活が大事なんだな。と感
じたひと時でした。
今年もご利用者と共に穏やかに過ごしていきたいと思
います。� ( 緑苑　地域のサザエさん）

夕方まったりモード

 [2025年05月25日
（Sun）]

写真は、保育園から帰
所してから保育室でもう
ひと遊び♪の光景です。
テラスに腰をかけ、いつ
ものメンバーで仲良く並ん
でしゃぼん玉タイム。しゃぼ
ん玉を飛ばし合って眺めます。
ストローを吹く口がとんがり、
とても微笑ましいです。
保育室でもプランターで野菜作り
を始めました。毎日、水やりや成長
チェックなどお世話も始まりました。
事務所から出て子ども達の姿を見て、
ほっこり (*^^*) 癒し効果抜群です。

（きずな　ぽっきー）

　この平和がいつまでも

 [2025年08月15日（Fri）]

今日は、この平和な時代が長く続いている
ことへの「感謝」を思い、私自身の個人的
な感謝について書くことにします。

法人で、手続き業務を担当して20年ほどたつの
ですが、その中でとても暖かな気持ちにさせてもらっ

たことが2回ほどあります。
まずおひとり。大学を卒業し就職されたお子さんの健康保険
証を返却される際に、届出用紙に「長い間、子どもがお世話
になりありがとうございました」と添え書きがありました。
これまで、お子さんが巣立った職員はたくさんいますが、こ
のような感謝の気持ちを書かれた方は一人もおらず、とても
感銘を受けました。
もうお一人は、育児休業が明けて復職された際に、「長い期
間育児休業給付の手続きをいただき助かった」・・・という
お礼のメールがありました。
どちらも制度上のきまりでは
ありますが、改めて感謝の気
持ちが伝わりうれしいもので
した。ですので、私も母が亡
くなり企業年金の廃止届を提
出した際にはそのお礼、借り
ていた駐車場を解約する際に
は、契約書に「とても助かった」
旨のお礼を添えました。
感謝というのは、されるのも
するのもいいものですね。

（事務局　かえる）

トリックオア…なんだっけ？

　　　　　　　　　[2025年10月25日（Sat）]

もうすぐハロウィンということで、お散歩がてらほほえみ
プラザ玄関にいるたぬきさんと、仮装したAさんとで記念
撮影をしてきました。
97歳の Aさんはハロウィンをご存知ないとのことでした
が、ある言葉を言うと職員からおやつがもらえると聞き、さっ
そく練習しています。
「トリックオアトリートですよ」
「何？トリ？」　「トリックオアトリート」
「トリックオア…なんだっけ？」　「トリック、オア、トリート」
「トリック…、オア、トリートか」
ゆっくり発音してやっと言える
ようになりました。
ハロウィンまで少し時間がある
ので、また練習の時間を作らな
いとですね。

（岩本町ほほえみプラザ　Sky）

たっち産の
おいも豊作です♪

　[2025年12月03日
　　　　　　（Wed）]

先日、１歳児交流会「は
いぽ」にて
おいもほりごっこをしま
した。
おいものたいそうの音楽に
合わせて準備体操をしたあと
にみんなでおいもを掘りまし
た。
太さや大きさもいろいろで
どんなおいもが出てくるかはお楽
しみ♪
採れたおいもを大事そうに抱えてい
たり、つるの部分を持って
お散歩のように一緒に歩いていたり
みんな楽しそうに遊んでいました。
遊んだ後のおいもはお持ち帰りしてもら
い、たっち産のおいもは売り切れになりま
した！� ( たっち　やきいも食べたいな )

季刊しんあい137 号（2026 年 3 月 20 日発行）

6

日
本
に
長
く
居
座
っ
た
寒
波
が
遠
ざ
か
り

う
ら
ら
か
な
春
が
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
心
が
温
ま
る
各
施
設
の

活
動
を
お
届
け
し
ま
す
。

２
０
２
６
年
の
春
め
く
心

7

　

ご
利
用
者
の
お
宅
へ
訪
問
を
し
た
２
月
の
寒
い
時
期
、

見
事
に
咲
き
誇
っ
た
桜
の
花
が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

桜
の
時
期
に
し
て
は
少
し
早
か
っ
た
の
で
、

「
こ
の
花
は
桜
に
似
て
い
ま
す
が
、何
と
い
う
花
で
す
か
？
」

と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、

「
桜
の
花
よ
。桜
っ
て
い
う
と

暖
か
い
時
に
咲
く
イ
メ
ー
ジ

だ
か
ら
珍
し
い
で
し
ょ
？
こ

れ
は
、景
翁
桜
っ
て
い
う
寒

い
時
季
か
ら
咲
く
種
類
な

の
よ
」と
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
寒
い
時
季
に
桜
が
咲
く
な
ん
て
！
と
驚
い
て
い
る
と
、

「
お
正
月
に
料
亭
や
お
店
で
飾
ら
れ
た
り
し
て
い
る
の
よ
。

今
が
時
季
の
お
花
だ
か
ら
、綺
麗
に
咲
い
て
い
る
で
し
ょ
？
」

と
朗
ら
か
な
微
笑
み
で
お
話
し
し
て
く
だ
い
ま
し
た
。

　

訪
問
先
の
ご
利
用
者
の
方
々
と
関
わ
ら
せ
て
頂
く
中
で
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
談
、季
節
を
楽
し
む
粋
な
お
話
し
を

聞
か
せ
て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
私
自
身
も

気
持
ち
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
思
い
で
す
。こ
の
日
は
見

事
な
景
翁
桜
を
見
せ
て
頂
き
、春
を
感
じ
る
素
敵
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

（
介
護
福
祉
士
）　

青
木
美
穂

少
し
早
い

春
の
訪
れ

連 雀

かがやき

　

昨
年
４
月
１
日
、
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
る
中
で
迎

え
た
入
職
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
1
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
の

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
や
、
法
人
内
外
で

の
学
び
を
通
し
て
、

言
葉
の
奥
に
あ
る
思

い
に
耳
を
傾
け
る
大

切
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
だ
っ
た

私
が
こ
こ
ま
で
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
の
は
、

日
々
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
周
囲
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
春
は
、
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
力
に
、
よ

り
丁
寧
に
人
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
方
は
退
院
後
、
元
気
な
姿
を
見
せ
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
笑
顔
に
、
私
た
ち
も
自
然
と
元
気
を
も

ら
う
、
日
常
の
大
切
な
ひ
と
コ
マ
で
す
。

　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー（

看
護
師
）　

遠
藤
朝
代

２
年
目
の
春
を

迎
え
る

　

私
は
、ま
も
な
く
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
異
動
し
て
か
ら
２
年
目
の
春
を
迎
え
ま
す
。

来
た
ば
か
り
の
頃
は
、ご
利
用
者
全
員
と「
初
め
ま
し
て
」

と
い
う
状
況
で
し
た
が
、日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
機
会
を

通
し
て
、生
活
の
こ
と
や
ご
家
族
の
こ
と
、ご
自
身
の
こ
と

な
ど
、感
じ
て
お
ら
れ
る
思
い
を
お
聞
き
す
る
場
面
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

春
と
い
え
ば
、物
事
の
終
わ
り
や
始
ま
り
を
感
じ
る
季

節
で
す
。ご
利
用
者
か
ら
も「
孫
が
も
う
す
ぐ
卒
業
し
て
社

会
人
に
な
る
」「
こ
の
前
ま
で
小
さ
か
っ
た
の
に
、も
う
す

ぐ
中
学
生
に
な
る
」な
ど
、嬉
し
そ
う
に
日
々
の
出
来
事
を

お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
い

た
だ
く
時
間

が
、ご
利
用
者

の
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
新
た
な

始
ま
り
の

き
っ
か
け
と
な

り
、日
々
を
楽

し
く
過
ご
す
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

通
所
介
護
・
介
護
員（
介
護
福
祉
士
）　

金
子
明
稔

新
し
い
春

岩本町
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昨
年
入
所
さ
れ
た
Y
氏
。当
初
は
一
声
か
け
る
と
眉
間

に
し
わ
を
寄
せ
お
怒
り
の
表
情
に
な
り
、語
気
を
荒
ら
げ
、

急
に
立
ち
上
が
っ
た
か
と
思
う
と
ふ
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る

為
、都
度
制
止
す
る
状
況
で
し
た
。

こ
こ
は「
安
心
で
き
る
場
所
」で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
こ

う
と
職
員
が
働
き
か
け
、ト
イ
レ
誘
導
等
も
だ
い
ぶ
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、ま
だ
怒
る
事

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、私
は
子
供
を
怒
っ
た
時
に
返
さ
れ
た
フ

レ
ー
ズ
を
思
い
出
し「
親
に
も
怒
ら
れ
た
こ
と
な
い
の
に
」

と
連
発
す
る
と
、固
い
表
情
か
ら
徐
々
に
穏
や
か
な
お
顔

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。表
情
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、人
は

心
も
身
体
も
食
事
や
環
境
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、豊
か
に
な
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、「
ニ
コ
ニ
コ
お
じ
さ
ん
」と
お
呼
び
す
る
と
嬉

し
そ
う
に
満
面
の
笑
顔
に
な
り
ま
す
。そ
の
笑
顔
で
私
た

ち
も
ほ
っ
こ
り
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
看
護
係
長（
看
護
師
）　

斉
藤
律
子

緑 苑

お
こ
り
ん
ぼ
さ
ん
が

笑
っ
て
く
れ
た
!!

　

あ
さ
ひ
苑
ホ
ー
ム
に
は
60
歳
代
か
ら
100
歳
を
超
え
る
ご

利
用
者（
平
均
88
歳
）が
お
住
ま
い
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」が
５
類
感
染
症
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
２
年
が
経
ち
、昨
年
は
当
施
設
で
も
様
々
な

こ
と
に
お
い
て
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。地
域
交
流
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、ご
家
族
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
行

事
も
増
え
て
い
ま
す
。夏
の
納
涼
祭
、年
末
の
お
餅
つ
き
は

多
く
の
ご
家
族
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。１
月
に
は

焼
き
芋
大
会
が
行
わ
れ
、お
い
し
い
お
芋
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。昨
年
体
調
を
崩
さ
れ
食
欲
が
な
か
な
か

戻
ら
な
か
っ
た
M
さ
ま

は
、ご
家
族
の
こ
ま
め
な

面
会
も
あ
っ
て
す
っ
か
り

お
元
気
に
な
ら
れ
、お
食

事
を
召
し
上
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

寒
い
冬
の
間
は
窓
越

し
に
外
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
の
面
会
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
は
暖
か

な
春
光
に
満
ち
た
季
節

に
な
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
苑
外
へ
出
て
お
散
歩
な
ど
楽
し

ま
れ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。あ
さ
ひ
苑
の
周
囲

は
碁
盤
の
目
状
に
整
備
さ
れ
た
道
路
に
沿
っ
て
桜
並
木

が
続
き
、見
事
な
景
観
と
な
り
ま
す
。季
節
を
感
じ
な
が

ら
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
の
寒
暖
差
に
は
注
意
し
つ
つ
、ご
利
用
者
の
体
調
管

理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
看
護
係
長（
看
護
師
）　

及
川
慶
子

春
、桜
並
木
と
と
も
に

お
健
や
か
に

あさひ苑

　

皆
様
は
春
と
言
っ
た
ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

早
速
、ご
利
用
者
に
お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。「
桜
」、「
新

緑
」、「
入
学
式
」な
ど
色
々
な「
春
」が
聞
か
れ
ま
し
た
。春

は
新
し
い
事
が
始
ま
る
気
持
ち
が
少
し
明
る
く
な
る
季
節

で
す
ね
。

　

私
事
で

は
あ
り
ま

す
が
、泉
苑

で
働
か
せ

て
い
た
だ

く
よ
う
に

な
り
、こ
の

春
で
２
年

目
を
迎
え

ま
し
た
。入

職
し
て
か

ら
日
々
、ご

利
用
者
や

職
員
の
仲

間
た
ち
に

支
え
ら
れ

な
が
ら
、私
自
身
少
し
ず
つ
成
長
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、春
の
清
々
し
さ
の
様
に

日
々
明
る
く
元
気
よ
く
皆
様
の
お
手
伝
い
が
出
来
る
よ
う

頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

に
寄
り
添
い
、穏
や
か
で
心
地
よ
い
時
間
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

ホ
ー
ム
介
護
員（
初
任
者
研
修
修
了
）　

田
中
伸
幸

初
心
を忘

れ
ず
に

泉　苑

　

今
年
度
、
し
ら
と
り
保
育
で
は
イ
チ
ゴ
栽
培
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
昨
年
の
6
月
に
収
穫
を
終
え
た
後
も
子
ど
も

た
ち
と
水
や
り
を
続
け
て
約
半
年
…
花
が
咲
き
始
め
、
子

ど
も
た
ち
は
「
い
つ
イ
チ
ゴ
食
べ
れ
る
？
」
と
わ
く
わ
く

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
育
て
ば
春
ご
ろ
に
収
穫
が
で
き

る
予
定
で
す
。

　

思
い
返
せ

ば
、
始
め
の
頃

は
職
員
が
お
手

本
を
見
せ
な
が

ら
一
緒
に
水
や

り
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
少
し

ず
つ
自
分
た
ち

で
で
き
る
よ
う

に
な
り
、「
次

は
こ
っ
ち
！
」

と
考
え
て
水
や

り
を
し
た
り
、

「
あ
ま
く
な
～

れ
！
」
と
声
を
か
け
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
栽
培
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
、
素
敵
な
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

手
探
り
状
態
で
栽
培
し
て
い
る
た
め
、
甘
い
実
が
で
き

る
か
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ド
キ

ド
キ
・
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
栽
培
も
新
年
度
に
向
け
た

準
備
も
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
担
当
（
保
育
士
）　

阿
部
泉
妃

イ
チ
ゴ
一
会

しらとり

　
「
た
っ
ち
の
交
流
ひ
ろ
ば
は
、小
学
生
に
な
る
年
の

３
／
31
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
」

　

た
っ
ち
の
交
流
ひ
ろ
ば
は
小
学
生
に
な
る
と
利
用
で
き

な
い
の
で
す
。

　

春
は
新
し

い
出
会
い
の

季
節
で
も
あ

り
ま
す
が
、

お
別
れ
も
訪

れ
ま
す
。

　

な
か
な
か

遊
び
に
来
ら

れ
な
い
方
も
、

誕
生
日
月
に

は
た
っ
ち
へ

来
て
誕
生
日

カ
ー
ド
に
手

形
か
足
形
を

と
っ
て
き
た

ご
家
族
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
春
休
み
も
今
年
度
で
ひ
ろ
ば
の
利
用
が
最
後
に

な
る
年
長
児
さ
ん
対
象
に
手
形
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
予
定

で
す
。

　
「
小
学
校
に
行
っ
て
も
き
っ
と
た
っ
ち
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
く
れ
る
よ
ね
」と
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
、ス
タ
ッ
フ
は
一
つ
ひ
と
つ
気
持
ち
を
込
め
て

手
作
り
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。

相
談
員（
社
会
福
祉
士
）　

吉
川
泰
葉

子
育
て
を
し
て
い
る

家
族
の
そ
ば
に

たっち

　

３
月
は
卒
園
、卒
業
の
時
期
で
す
ね
。毎
年
今
の
時
期
は

子
ど
も
も
大
人
も
、旅
立
ち
の
楽
し
み
や
、関
わ
る
人
の
変

化
、新
し
い
環
境
へ
の
不
安
な
ど
で
、そ
わ
そ
わ
し
て
い
る

様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。き
ず
な
で
も
卒
園
児
や
卒
業
生

が
何
名
か
お
り
、子
ど
も
た
ち
の
入
所
当
時
か
ら
の
成
長

を
見
て
い
る
職
員
は
、子
ど
も
た
ち
の
立
派
な
姿
に
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
毎
年
保
育
で
は
、進
級
や
卒
園
を
迎
え
る

子
ど
も
た
ち
へ
贈
り
物
を
し
て
い
ま
す
。今
回
は
写
真
立

て
と
し
て
も
活
用
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。

開
く
と
子
ど
も
の
写
真
が
入
っ
て
お
り
、飾
っ
て
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
写
真
で
、子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
ま
す
し
、記
念
と
し
て
残
る
た

め
、親
子
で
喜
ん
で
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

新
年
度
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、良
い
１
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

母
子
支
援
員（
保
育
士
）　

山
邊
優
果

そ
つ
え
ん

お
め
で
と
う
！

きずな



　

嵐
の
ラ
ス
ト
ツ
ア
ー
参
加
予

定
の
た
め
、
健
康
第
一
に
頑
張

り
ま
す
！（

き
ず
な　

山
邊
優
果
）

　

お
弁
当
、
お
菓
子
を
持
っ
て

今
年
は
お
花
見
に
い
き
た
い
で

す
。�

（
た
っ
ち　

大
谷
千
夏
）

　

春
の
匂
い
や
雰
囲
気
を
感
じ

な
が
ら
飲
み
物
を
片
手
に
地
元

を
散
歩
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
泉
苑　

菊
嶋
希
予
乃
）

　

一
時
閉
館
中
の
地
元
の
温
泉

が
再
開
す
る
予
定
な
の
で
、
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

�

（
緑
苑　

小
俣
美
保
）

　

暖
か
な
陽
気
の
中
、
桜
の
景

勝
を
巡
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
あ
さ
ひ
苑　

千
代
田
俊
治
）

　

新
し
い
年
度
に
切
り
替
わ
る

の
で
、
心
機
一
転
、
部
屋
の
模

様
替
え
を
し
た
い
で
す
。

（
か
が
や
き
プ
ラ
ザ　

曲
瀬
朋
未
）

　

さ
く
ら
が
満
開
に
咲
く
こ
ろ

に
花
見
に
行
っ
て
こ
よ
う
と
思

い
ま
す
。

（
か
ん
だ
連
雀　

保
坂
美
加
）

～
２
０
２
６
年
の
春
～

　

娘
と
交
代
で
運
転
し
て
、
ド

ラ
イ
ブ
に
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

玉
城
多
美
子
）

　

夏
頃
の
引
越
し
を
目
標
に
、

部
屋
の
片
づ
け
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
し
ら
と
り　

阿
部
泉
妃
）

　

年
度
末
の
慌
た
だ
し
さ
で
短

く
感
じ
る
春
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
過
ご
し
ま
す
。。

�

（
事
務
局　

西
郷
加
代
子
）

　

下
の
子
ど
も
が
高
校
生
に
な

り
、
公
私
と
も
に
節
目
の
春
を

迎
え
ま
す
。
焦
ら
ず
に
ひ
と
つ

ひ
と
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。�（
事
務
局　

青
木
志
乃
）

　

し
ん
あ
い
24
号（
１
９
９
４
年
）

か
ら
編
集
に
携
わ
っ
て
参
り
ま

し
た
が
こ
こ
で
一
区
切
り
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

各
施
設
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い

季
刊
誌
づ
く
り
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
季
刊
し
ん
あ
い

を
応
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
編
集
長　

上
野
廣
美
）

季刊しんあい137 号

法人ウェブサイトはこちら

Instagram 更新中 X（旧Twitter）緊急時はこちら

採用情報サイトはこちら
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コレートカムパニー　山本喜訓　ロクシタンジャポン株式会社　公益財団法
人オリックス宮内財団　KCJ GROUP 株式会社　株式会社 MTN　公益
財団法人 日本産業退職者協会　カーブス�（2025 年 12 月～ 2026 年 2 月）
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市川榮子　江川昭子　岡田みい子　おはなし夢くら
ぶ　梶田佳子　絈野美千代　川上文子　河津淳子
菊池和彦　きずなの手・江戸川　久米優平　黄美
華　小林わか子　小柳亜樹子　近藤豊子　白濱朝
子　鈴木奈緒美　すみれ会　相馬礼子　髙橋ヤヨ
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千
代
田
区
で
は
２
０
１
８
年
度
か
ら
、
介
護

現
場
を
長
く
支
え
て
き
た
職
員
を
た
た
え
る
永

年
勤
続
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年

度
は
従
来
の
10
年
と
20
年
表
彰
に
加
え
、
新
た

に
５
年
と
30
年
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
29
日
の
式
に
は
当
法
人
の
か
ん
だ
連

雀
、
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
、
か
が
や
き
プ

ラ
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
７
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
樋
口
区
長
が
『
季
刊
し
ん
あ
い
』

を
手
に
、
日
頃
の
働
き
へ
の
温
か
い
感
謝
の
言

葉
を
く
だ
さ
り
、
胸
が
じ
ん
わ
り
と
な
る
時
間

と
な
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
を
力
に
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
寄
り
添
っ
て
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
館
長　

髙
橋　

誠
）

　

２
０
２
５
年
度
し
ら
と
り
で
は
、Am

azon

「
み

ん
な
で
応
援
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
多
く
の

品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
ら
と
り
に
は
、
乳
児
か
ら
中
高
生
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
好
き
な
遊
び
や
興
味
を

持
つ
本
な
ど
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
す
べ
て
揃
え
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
多
く
の
方
の

お
気
持
ち
で
ミ
ニ
カ
ー
と
マ
ッ
ト
の
セ
ッ
ト
や

シ
ル
バ
ニ
ア
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
形
な
ど
の
お
も

ち
ゃ
や
、
歴
史
や
科
学
が
学
べ
る
漫
画
・
絵
本

な
ど
が
届
き
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
が
よ
り
広

が
り
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
大
事
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
係
長　

嶋
田　

歩
）

ボランティアの御協力ありがとうございます
（敬称を省略させていただきます）

御寄贈・御寄付ありがとうございます
（掲載を可とされた方のみのお名前です。

敬称を省略させていただきます）

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ
ミ
ニ

ニ
ュ
ー
ス
ミ
ニ
ミ
ニ

～
　
神
田
事
業
所
　
～

～
　

し
ら
と
り
　

～

Ⅱ

Ⅰ

永
年
勤
続
表
彰
式

「
み
ん
な
で
応
援
」プ
ロ
グ
ラ
ム


